
ひのかげ熊本地震被災支援ベースキャンプ

の設置について

平成２８年４月に発生した熊本地震被災の後方支援の拠点が下記のとおり設

置されました

記

１ 設置予定時期

平成２８年４月２３日

２ 設置拠点場所

〒８８２－０２０４

西臼杵郡日之影町大字岩井川１６９６－４

みんなのもちよりカフェ

３ 設置運営主体

・ NPOやっちゃろや！日之影
＊日之影町の若者を中心とした住民グループ

・ NPO法人みんなのくらしターミナル

４ 本部事務局

NPO法人みんなのくらしターミナル（担当 初鹿野 聡）

住所：８８９－１６０５

宮崎市清武町加納乙２４３‐３

電話：０９８５－８８－１０５７

FAX：０２０－４６２４－１０４６
E-mail：youkoso＠minnanokurashi.org
URL:httpp://minnanokurashi.org/

５ 協働体制

・宮崎県

・日之影町

・日之影町社会福祉協議会



・宮崎県口蹄疫被害復興ボランティア支援団体連絡協議会

・公益財団法人さわやか福祉財団

・さわやか九州②ブロック

・宮崎ボランティアネットワーク

＊宮崎で口蹄疫発生時、ウイルス拡散防止のためボランティアが活動

できない状態が発生した。その際ボランティアが必要な状態となっ

た場合に、すぐに活動が始められるようボランティアを募集し体制

を整えネットワーク化した。東日本大震災の支援でも活動した。

６ 活動資金及び物資等支援団体

（１）公益財団法人さわやか福祉財団

（２）宮崎県口蹄疫被害復興ボランティア支援団体連絡協議会

＊口蹄疫被害をきっかけに立ち上がった宮崎県弁護士会、一般社

団法人宮崎県農業法人経営者協会、宮崎県中小企業家同友会、

Doまんなかプロジェクト（休止中）、NPO法人みんなのくらし
ターミナルで構成される団体である。

（３）太陽じょんがら基金

設 置：平成１８年１月２７日

設置目的：太陽じょんがら基金は、自然災害などで被害が発生し

た場合に必要と認める経費を拠出するため、その基金

を積立て運用することを目的とする。

積立資金：村上三絃道の本、CD 販売益金の一部積立て。

拠出判断：以下３名の合意による。

村上三絃道 家元 村上 由哲氏

弁護士法人近藤日出夫法律事務所

弁護士 近藤 日出夫氏

NPO 法人ハートム 理事長 初鹿野 聡

７ 活動目的

平成２８年４月に発生した熊本地震の被災支援のため、その後方支援拠

点として物資・人材などを受入れ対応し集約整理を行った上で、行政など

の関係機関と協働し連携調整の上、それらを被災地につなぎ被災地のニー

ズに応じた必要とされる支援活動を安全円滑に実施することを目的とす

る。



８ 設置理由

日之影町、宮崎県の最北山間部に位置し、県都宮崎市からは車で約 2時

間、距離にして約 120km と離れている。東は綱の瀬川をへだてて延岡市に

接し、西は高千穂町、南は美郷町、諸塚村、北は大分県豊後大野市及び佐

伯市に接し、東西約 9km、南北約 30km、総面積 277.67km2の面積を持つ自治

体である。

今回の熊本地震では、宮崎県の高千穂町、五ケ瀬町、椎葉村などでは土

砂災害や断水停電などのライフラインに支障がでたものの、日之影町では

被害がなかった。

被災地である南阿蘇町に隣接する熊本県高森町役場とも車で約１時間の

距離であり、その他熊本や大分などの被災地支援の可能性も考慮し、後方

支援拠点とするのに適していると判断した。

また昨年度から日之影町の若者と中心とした地域づくりなどの活動も活

発化しており、日之影町民の協力も十分に得られると判断したため日之影

町に設置を決定した。



９ 支援活動のイメージ

熊本地震被災地住民等

ひのかげ熊本地震被災

支援ベースキャンプ

日之影町等

の関係機関

被災地行政等支援要請
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宮崎県口蹄疫被害復興ボランティア支援団体連絡協議会

さわやか九州②ブロック

・活動資金及び物資等の提供
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